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（仮称）深浦ウィンドファーム事業環境影響評価方法書 

に対する環境の保全の見地からの知事意見 

 

１ 対象事業実施区域周辺には、住居等が存在しており、施設の稼働に伴う騒音及び

風車の影が生活環境に重大な影響を及ぼすおそれがあることから、これらの影響を

回避又は極力低減するため、風力発電設備を住居から離隔するなど、風力発電設備

の配置等を十分検討すること。 

 

２ 対象事業実施区域は、小童子川水域に属しており、風力発電設備の設置や道路の

拡幅工事等により発生した濁水が、小童子川及びその支流に流入し、水質及び水生

生物の生息環境に重大な影響を及ぼすおそれがあることから、これらの影響を回避

又は極力低減するため、適切な手法により調査、予測及び評価を行い、その結果を

環境影響評価準備書に記載すること。 

 

３ 対象事業実施区域及びその周辺は、土砂災害警戒区域、山地災害危険地区、白神

山地の地すべり地形等が存在することから、土地の改変に慎重を要する地域である。

このため、関係機関と調整の上、土砂及び濁水の流出等による動植物の生息・生育

環境や河川・沢筋等の自然環境への影響に関する調査、予測及び評価を行うこと。

また、これらの結果を踏まえ、風力発電設備の配置等を検討することにより、土砂

の崩落又は流出の可能性の高い箇所の改変を回避するとともに、土地の改変量を抑

制し、自然環境への影響を回避又は極力低減すること。 

 

４ 対象事業実施区域周辺には、津軽国定公園、津軽白神県立自然公園、然ヶ岳県自

然環境保全地域、ふるさとの森と川と海の保全地域、重要野鳥生息地（ＩＢＡ）、生

物多様性の保全の鍵になる重要な地域（ＫＢＡ）が存在している。風力発電設備の

設置及びそれに伴う樹木の伐採や土地の改変により、動植物の生息・生育環境に重

大な影響を及ぼすおそれがあることから、事業計画の具体的な検討に当たっては、

樹木の伐採や土地の改変が少なくなるように計画すること。 

 

５ 対象事業実施区域周辺はコウモリの分布域となっていることから、施設の稼働に

よるバットストライクの影響を回避又は極力低減するため、地元の複数の専門家か

ら生態特性を聴取した上で、適切な手法により、調査、予測及び評価を行い、その

結果を環境影響評価準備書に記載すること。 

 



６ 対象事業実施区域及びその周辺はハクチョウ・ガン・カモ類の渡来や、イヌワシ、

クマタカの生息も確認されていることから、施設の稼働によるバードストライクの

影響を回避又は極力低減するため、地元の複数の専門家から生態特性を聴取した上

で、適切な手法により、調査、予測及び評価を行い、その結果を環境影響評価準備

書に記載すること。 

  また、ハクチョウ・ガン・シギ・チドリ類の夜間渡りは、短期間で大規模に行わ

れることから、適切な調査時期を設定するとともに、春季は、ヤマセが運ぶ海霧の

影響が強い年には、渡りができず半島の突端に多数の鳥類が長期間溜まる現象が高

頻度で見られることから、海霧の状況に十分に留意し、適切に調査を実施すること。 

  調査及び予測の結果、これらの鳥類の渡りや生息環境に重大な影響が予測される

場合には、風力発電設備の規模や配置等の見直しを含めた環境保全措置を検討する

こと。 

 

７ 保安林は水源の涵養や土砂の流出防備などの公益目的を達成するため、特に重要

な森林を指定しているものであり、対象事業実施区域には保安林が隣接しているこ

とから、事業計画の具体的な検討に当たっては、尾根筋、風衝地等での樹木の伐採

や大規模な土地の改変等により保安林の機能低下を招かないよう配慮すること。 

 

８ 植生自然度が高く対象事業実施区域内で最も広いブナ-ミズナラ群落への影響を

回避又は極力低減するため、対象事業実施区域全体を代表する調査範囲となるよう、

斜度、斜面方位の異なる位置に調査範囲を設け、適切に予測及び評価を行い、その

結果を環境影響評価準備書に記載すること。 

 

９ 工事中及び風力発電設備稼働時において、隣接する保安林と対象事業実施区域を

出入りする動物、生態系への影響を回避又は極力低減するため、風力発電設備の配

置等に当たっては、保安林から十分に離隔すること。 

 

10 対象事業実施区域周辺には、大戸瀬崎灯台、千畳敷海岸等の主要な眺望点のほか、

東北自然歩道（古碑群と千畳敷海岸のみち）や住居等の日常的な視点場が存在して

いる。 

  これらの主要な眺望点や日常的な視点場等からの眺望景観に重大な影響を及ぼす

おそれがあることから、十分な現地調査により、眺望点等からの景観の特性等を把

握した上でフォトモンタージュ等を作成し、垂直見込角、主要な眺望方向及び水平

視野等を考慮した客観的な予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、景観への影響

を回避又は極力低減するため、配置や基数等を検討し、主要な眺望点から最大限離

隔距離をとるなどの措置を講ずること。 



11 対象事業実施区域周辺には、東北自然歩道（古碑群と千畳敷海岸のみち）等の人

と自然との触れ合いの活動の場が存在しており、工事用資材等の搬出入や風力発電

設備の設置により、これら活動の場の利用環境に重大な影響を及ぼすおそれがある

ことから、適切に調査地点を選定の上、調査、予測及び評価を行い、その結果を環

境影響評価準備書に記載すること。 

 

12 対象事業実施区域及びその周辺には、指定文化財及び埋蔵文化財包蔵地等が存在

しており、風力発電設備の設置や道路の拡幅工事、送電線の設置等により、これら

に重大な影響を及ぼすおそれがあることから、影響を回避又は極力低減するよう、

風力発電設備の配置等を十分検討すること。 

 

13 風力発電設備の設置及び道路の拡幅工事等により生じる残土について、その発生

量や処分の計画、盛土量等を明らかにし、周辺環境に及ぼす影響を検討すること。 

 

14 累積的な環境影響について、対象事業実施区域周辺における他事業の情報収集を

行い、予測及び評価の結果を環境影響評価準備書に反映するよう努めること。 

 

15 事業の実施による重大な影響を回避又は十分に低減できない場合は、風力発電設

備の配置等の再検討、対象事業実施区域の見直し及び基数の削減を含む事業計画の

見直しを行うこと。 

 

16  事業計画の具体化並びに調査、予測及び評価に当たっては、関係市町村及び地域

住民等の意見を踏まえること。 

  また、関係機関等と調整を十分に行うとともに、地域住民等に対し丁寧かつ十分

な説明を行うこと。 


